
■失敗から目をそらすな■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 087号 

 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 
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1. トピックス：失敗から目をそらすな 

 

新しいオンラインサロンを始めました。タイトルは「倒産覚悟の経営のススメ」、ご存じ僕の倒産経験の話です。

もとはと言えば、1999年当時、構造的な不況にあえぐ建設業界の業界紙からの依頼で 10回にわたって連載した

レポートですが、反響に応えるため業界紙の許可を得て僕個人の webサイトにも掲載し、公開してきました。当

初はこの記事を読んだ方から深刻なご相談を受け、真夜中に現場に駆けつけることもありましたし、今でも僕の

経歴の中で誰もが興味を持つ強烈な 1ページです。新たなチャレンジの相談に応える中でも、成功のことばかり

考えず、あえて失敗を想定しその対処法も考えることで、むしろ失敗を恐れない大胆なチャレンジを促すように

心がけています。 

 

初めての方のために、簡単に内容をご紹介すると、メインバンクの破たんをきっかけに始まった信用不安から、

最後の破産手続きまで、知識として知っていたはずの「会社倒産にまつわる様々なキーワード」を僕は実際に経

験することになりました。目次はまさにそのキーワードで、次のようになりました。 

1.経営者は倒産を覚悟せよ、2.資金繰り、3.情報開示 

4.営業譲渡、5.詐害行為、6.労働債権 解雇 

7.手形 銀行、8.Ｘデイ、9.取り立て、暴力団、10.破産 

 

会社の破たんに直面した時、「会社を潰さないためにはどうすればよいのか」を論じる人はいても、「会社が潰れ

るときにどうすべきか」は誰も教えてくれないことに気付きました。それは、会社を潰すことが物を盗むことや

人をだますことのような「悪いこと」だと思われているからです。「物を盗むにはどうすればいいか」など論じる

のはもっての他という感覚だと思います。また、今回 facebookでこの話をしたところ、さっそく「破綻を乗り越

http://nanoni.co.jp/category/p9/


えたというが、倒産時に損害を被らせた人々を放置しただけではないか。」とのコメントをいただきました。正直

言ってその通りです。僕は損害の弁済をせず、事業の再開を最優先しました。約 30億の個人補償債務は、1円も

返済していません。 

 

しかし、「成功と失敗」は「善と悪」ではありません。一切不正をしなくても、失敗しない保証などありませんし、

不正だらけで成功している人も少なくありません。そして、失敗経験者がそれを語ろうとしないので、失敗者が

少数であると思われがちですが、成功より失敗の方がずっと多いことも忘れてはいけません。新規創業の存続率

は数パーセントだということを、私たちは頭では知っていますが、大多数の失敗者が、損害賠償できずにいるこ

とは考えようとしません。しかし僕が破たんに直面し、その窮状を公表した時、多くの人から非難されると同時

に、多くの人が自分の失敗経験を語り教えてくれました。だから僕は、被害者のふりをせず加害者として誹りを

受けることで、責任を取り失敗に対処することができました。 

 

このサロンは、「倒産覚悟の経営のススメ」を教材にしたオンラインコンサルティングです。まずはテキストを読

んでいただき、よくわからない点について自由に質問してください。もしもあなたがすでに質問事項をお持ちで

あれば、あなた用のスレッドにそれを書いていただければテキストを活用してアドバイス差し上げます。 

 

僕は、悪いことをしないように生きたいと思いますが、失敗しないように生きたいとは思いません。全てのチャ

レンジは失敗との戦いです。成功するまでやり続けられれば破たんなどありませんが、これ以上の迷惑をかけた

くないと考えた時の選択が「破たん」なんです。会社を潰し、再建を果たした時に気付いたことは「もっと早く

潰せば被害は少なくて済んだのに」という後悔であり、「潰さなければよかった」と思ったことは一度もありませ

ん。だから、あなたの周りに、失敗について悩んでいる人や失敗を恐れて踏み出せない人がいらっしゃいました

ら、どうぞご紹介下さい。失敗を直視し、破たんを想定することで、再び前進できるようお手伝いさせてくださ

いますよう願っています。 

 

テキストの閲覧 http://nanoni.co.jp/juku/category/b/ 

オンラインサロン https://synapse.am/contents/monthly/matsumuratakuya 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. お知らせ 

 

先週上海旅行に出かけたんですが、どうやら直前にウイルス感染し、旅行中に発症し、帰国時に発熱が始まりま

した。診断は「Ａ型インフルエンザ」でしたが、上海の鳥インフルエンザの疑いもあるので自宅隔離を命じられ

ました。日曜夜は高熱にうなされましたが月曜の午後には熱も下がり、薬の効果に驚いています。とはいえ、感

染の恐れもありしばらくは外出できず年末の予定はすべてキャンセルし、皆様には多大なご迷惑をおかけしてい

ます。本当に申し訳ございません。 

このメルマガも、上海レポートなどを予定しておりましたが、まずは養生を最優先とし、簡易版でお届けするこ

とにいたしました。本年中はご購読ありがとうございました。また来年も引き続きお届けいたしますので、お付

き合いのほどよろしくお願いいたします。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 



3. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 taku8823@ezweb.ne.jp 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

    http://shokeikan.com/ 

 

 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe?u=800df08672d8b31689226516d&id=df33ae0ce9 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe?u=800df08672d8b31689226516d&id=df33ae0ce9

